
 

 

令和７年６月２６日 

道路局国道・技術課 

都市局街路交通施設課 

 

「道路土工構造物技術基準」の改定について 

～令和６年能登半島地震による被害を踏まえた対応等～ 

平成27年３月に制定した「道路土工構造物技術基準」について、今般、令和６年能登半

島地震による被害を踏まえた対応や、道路機能を確保する観点からの性能規定の充実を目

的として、以下のとおり改定しました。 
 

＜改定のポイント＞ 

○道路土工構造物の設計初期段階における配慮事項の明確化 

○地質及び地盤等の不確実性への対応の明確化 

○排水対策の明確化 

○性能規定の具体化 

 

１．概要 

  「道路土工構造物技術基準」は、道路土工構造物の新設又は改築に関する一般的技術基

準であり、道路法に基づいて制定されたものです。 

今回の改定により、地盤等のリスク低減に伴う手戻りやコスト増の緩和、盛土等におけ

る適切な排水対応 および 各構造物の限界状態を踏まえた、より復旧性の高い設計や補修

が可能となることなどが期待されます。 

 

２．適用年月日 

本基準は、令和８年４月１日以降、新たに着手する設計に適用します。 

 

３．その他 

  基準の内容は、国土交通省道路局ホームページで公表しています。 

https://www.mlit.go.jp/road/sign/kijyun/bunya02.html 

 
 
＜問い合わせ先＞ 

 道路局 国道・技術課  課長補佐  児玉 

代表：03-5253-8111（内線37893）、 直通：03-5253-8498 

 都市局 街路交通施設課 企画専門官 上田 

代表：03-5253-8111（内線32862） 、直通：03-5253-8417 

 

 



技術基準改定の背景

令和６年１月１日 「令和６年能登半島地震」 発生
■能越自動車道では、沢埋め高盛土を中心に多くの盛土で被害が発生
■国道249号沿岸部では、大規模な地すべり・斜面崩壊等により道路の
交通機能の途絶が多発

平成２７年３月３１日 「道路土工構造物技術基準」 制定

＜技術基準の方向性＞
■令和６年能登半島地震による被害を踏まえた対応
■道路機能を確保する観点からの性能規定の充実

＜今回改定の主なポイント＞
①道路土工構造物の設計初期段階における配慮事項の明確化
②地質及び地盤等の不確実性への対応の明確化
③排水対策の明確化
④性能規定の具体化



①道路土工構造物の設計初期段階における配慮事項の明確化

▲H19復旧箇所を含むR6盛土崩壊事例
（複雑な集水地形かつう回路の確保が困難な橋台取付部）

▲活用可能な情報・技術等 （三次元点群データによる微地形表現図（例））

①能登大橋取付部
の段差

H19復旧箇所
の崩壊

石川県提供の資料（図面）に加筆

▲地すべりの影響を受けた道路

国際航業・パスコ共同撮影



②地質及び地盤等の不確実性への対応の明確化



③排水対策の明確化



④性能規定の具体化

構造物の損傷は限定的
（限定的な変位に留める必要）

道路空間の安全性は確保
（限定的な変位に留める必要）

道路の機能の一部
に支障を及ぼすが、
すみやかに回復

路肩幅：通常の場合

路肩幅が通常
設置位置が低い

道路空間の安全性は確保
（変位を許容できる）

道路の機能の一部
に支障を及ぼすが、
すみやかに回復

路肩幅：広い場合

路肩幅が広い

構造物の損傷は限定的
（変位を許容できる）

▲性能2に対する限界状態の例
（配置計画及び損傷した場合の道路機能への影響に応じた限界状態の設定の一例）


